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2.平 成4年 度システム稼働状況

CONVEXC3420

月 稼働日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セヅショソ開設件数 セッショソ処理時間 ジョブ処理件数 CPU負 荷率

10 31 44640 0 0 227 3488 48 166.5

11 28 40320 60 2880 121 3566 57 130.9

12 26 36720 260 0 200 7756 68 150.6

1 25 36000 0 0 ?4 1089 30 87.5

2 28 40320 0 0 192 4746 37 ・i・

3 31 44640 0 0 201 6791 77 104.3

合計 169 242640 320 2880 1015 27436 317 118.1

(注2CPU)

SUNSPARC2

月 稼働 日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セッショソ開設件数 セヅショソ処理時間

10 2? 38880 0 0 92 1984

11 30 43200 0 0 101 5697

12 26 36720 88 0 102 2204

1 25 ・1'11 0 0 153 4191

2 28 40320 0 0 246 7035

3 31 44640 240 0 173 2064

合 計 167 239760 328 0 i・ 23175

SUNSPARCIPX1

月 稼働日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セヅショソ開設件数 セッショソ処理時間

10 27 38880 0 0 26 1642

11 30 43200 0 0 64 4089

12 26 36720 254 0 29 885

1 25 36000 0 0 69 1923

2 28 40320 0 0 84 3874

3 25 34794 240 0 77 2483

合 計 161 229914 494 0 349 14896

SUNSPARCIPX2

月 稼 働日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セヅショソ開設件数 セッショソ処理時間

10 27 38880 0 0 61 1537

11 30 43200 0 0 65 ・ii

12 26 36720 81 0 41 .・

1 25 36000 0 0 35 1212

2 28 40320 0 0 85 2184

3 25 34798 240 0 102 1286

合 計 161 229918 321 0 389 ・ii
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IRISIndigo/XS24
月 稼働日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セッショソ開設件数 セッショソ処理時間

10 29 41760 0 0 52 2026

11 30 43200 0 0 52 6632

12 26 36720 0 0 52 13103

1 25 36000 0 0 59 6154

2 28 40320 0 0 42 6842

3 15 20264 0 0 145 2213

合計 153 218264 0 0 402 36970

1'・111/360C㎜

月 稼働日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セッショソ開設件数

4 19 25980 150 0 25

5 20 28200 120 0 27

6 21 29130 150 0 28

7 21 29490 150 0 30

8 15 20280 60 0 20

9 24 33180 120 0 30

10 22 31680 150 0 30

11 19 27360 120 0 26

12 20 24510 サ90 0 23

1 17 23400 120 0 23

2 21 26070 90 0 23

3 15 21540 120 0 21

合 計 234 320820 1/' 0 306

ACOS430/70
月 稼働 日数 稼働時間 保守時間 故障時間 セヅショソ開設件数 セッショソ処理時間 ジョブ処理件数 CPU負 荷率 NIP出 力枚数

4 23 14377 450 0 142 3039 360 93.3 5280

5 24 14896 360 0 170 6443 573 86.9 3141

6 26 16187 360 0 349 12354 1034 82.6 2953

7 24 14257 450 0 409 19141 1529 70.7 5304

8 12 6808 0 300 63 1953 175 78.5 1148

9 25 15703 270 180 892 30952 1124 91.1 382?

10 26 16260 450 0 1324 62228 7s2 ?7.4 11183

11 23 15060 360 0 1155 53130 ,・ ・ 57.8 2864

12 20 12983 360 0 1554 94659 899 45.1 4016

1 20 12443
・'

0 1943 124164 2862 24.5 7228

2 23 14160 360 0 306 17136 305 39.8 2653

3 26 16605
.,

0 46 497 197 47.5 1129

合 計 272 169739 3780 480 8353 425696 10339 ・ ・ 50726
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3.情 報処 理セ ンター の コン ピュー タの利用方法

本 資 料 は,情 報 処 理 セ ンタ ー に あ るSunワ ー ク ス テ ー シ ョ ンお よ び ス ー一パ ー一 ミニ

コ ンCONVEXを 利 用 す る た め に必 要 な 接 続 方 法,環 境 設 定 や ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ

トウ ェ ア の 起 動 方 法 な ど を ま とめ た も の で あ る。

詳 細 や ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア の 使 用 方 法 等 に っ い て は,後 日発 行 され る

予 定 の"奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー利 用 の 手 引(第 二 版)"や 市 販 の 解 説 書 な ど を 参 照

して 下 さ い 。

CONVEXを 利 用 す る に はCONVEXの ユ ー ザ(ロ グ イ ン)名 が,Sunシ リ0ズ を

利 用 す る に はSunの ユ ー ザ(ロ グ イ ン)名 が 必 要 で す 。

以 下 に お い て,〔 ⊇〕 は リタ ー ン キ ー,下 線 は キ ー入 力 を 意 味 す る 。

1.Sunサ ーバ機 お よびCONVEXへ の接 続方 法 と終 了方法

以 下 に お い て,hostname(ホ ス ト名)の 所 で は,convexと 接 続 す る と き はconvex,

Sunの ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と 接 続 す る と き はsparc2,ipx1,ipx2の 何 れ か と な る 。 使

用 す る機 種 に 合 わ せ て 下 さ い 。 な お,COnVeXの と き はconvex'/.で は な く,単 に%と

表 示 さ れ ま す 。

1.1.共 同 研 究 室 か ら

1)SS-phoneに 接 続 さ れ たPC-9801で 通 信 ソ フ トhtermを 起 動 す る 。

2)〔 ⊇〕を(2回)た た く。

3)Enterchoice:cannexO(さ ら に,も う 一 度0を た た く。)

4)annex:telnethostname〔 ≡〕

5)login:ロ グ イ ン名(ユ ー ザ 名)0

6)password:パ ス ワ ・一 ド 〔⊇〕

7)hostname'/.setenvTERMvt1000(注:TERMは 大 文 字 で あ る)

8)作 業 を 行 な う。

9)終 了 す る と き:

hostname'/.logoutD

annex:と 表 示 さ れ た ら,フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を 抜 い て 電 源 を 切 る 。

1.2。 第1,第2電 算 実 習 室 か ら

1)ノ ・一 ト型PC-9801で 通 信 ソ フ トhtermを 起 動 す る 。

2)⊂ ⊇〕 を た た く。

3)cs11>chostname〔 コ(注:数 字 は11と は 限 ら な い)

4)10gin:ロ グ イ ン名(ユ ー ザ 名)0

5)password:パ ス ワ ー ド 〔⊇}
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6)hostname%setenvTERMvt100∈ 〕(注:TERMは 大 文 字 で あ る)

7)作 業 を 行 な う。

8)終 了 す る と き:

hostname'/.logoutO

cs11>と 表 示 され た ら,フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を抜 い て 電 源 を切 る 。

1.3.第2シ ス テ ム 室 のPO-9801R4か ら

Sunのsparc2とconvexの み 接 続 可 能 。

1)pcgsolrAの 電 源 をONに す る 。(MS-Windowsが 起 動 す る)

2)"ア ク セ サ リー,'を ダ ブ ル ク リ ッ クす る。

3)"CONVEX(TELNET)',ま た は"Sparc2"を ダ ブ ル ク リ ッ クす る 。

4)10gin:ロ グ イ ン名(ユ ー ザ 名)0

5)password:パ ス ワー ド 〔⊇〕

6)作 業 を行 な う。

7)終 了 す る と き:

hostname'/.logout〔 ⊇〕(注:MS-Windowsに 戻 る)

8)"ア ク セ サ リー,,の 左 端 に あ る四 角 に 合 わ せ て ク リ ッ クす る 。

9)"プ ロ グ ラム マ ネ ー ジ ャ ー"の 左 端 に あ る 四 角 に合 わ せ て ク リ ッ クす る。

10)MS-Windowsの 終 了 を き い て く るの で"了 解"を ク リッ ク す る 。

A:¥〉 が 表 示 され た ら電 源 をorFに す る。

1.4.第3電 算 実 習 室 のIPCか ら

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンの 電 源 のONとorFは,セ ンタ ー で 行 な い ま す の で,絶 対 に

ユ ー ザ の方 は電 源 を 操 作 しな い で 下 さ い 。

1)ipc**10gin:の 表 示 を 確 認 す る。

2)ipc**login:ロ グ イ ン名(ユ ー ザ 名)0

3)password:パ ス ワ ー ド0

4)ipc**%rloginhostname〔 コ

5)作 業 を 行 な う。

6)終 了 す る と き:

hostname'/.exitQ

ipc**%logout〔 ⊇)

ipc**10gin:の 表 示 が で た ら 終 了 。

な お,rloginはtelnetで も可 能 で す が,そ の場 合 は も う一 度 ロ グ イ ン名 と パ ス

ワー ドを入 力 す る必 要 が あ り ます ・ ま た,グ ラ フ ィッ ク ス を 使 用 す る場 合 は4)の 前 後

に操 作 が 必 要 で す。
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2.Sun関 係 の環境 設 定 と起動方 法

2.1.ソ フ ト ゥ ェ ア の 起 動 コ マ ン ド

●X11:sparc2(center)の み

パ ス:/usr/1ib/X11

起 動 コ マ ン ド:sparc2%xinitO

(注)OpenWindowsと 同 時 に パ ス を 通 す 時 は,こ ち ら を 先 に通 す こ と。

●OpenWindows2.0.1:全 て のSunワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

パ ス:/usr/・penwin/bin

起 動 コ マ ン ド:hostname'/.openwinO

●OpenWindows3:ipx1(server1)の み

パ ス:/usr/1ang/openwin/bin

起 動 コ マ ン ド:ipx1ZopenwinO

(注)OpenWindows2.0.1と は 同 時 に パ ス は 通 せ ま せ ん 。 ま た,Ver.3は 日 本 語

に は 対 応 し て い ま せ ん 。

● 統 計 処 理 プ ロ グ ラ ムSAS:サ ー バ 機 の み

パ ス:/usr/1ib/sas

起 動 コ マ ン ド:hostname'/.sasO

「2.2、 統 計 処 理 パ ッケ ー ジSASの 利 用 方 法 」 も参 照 の こ と。

● 数 学 支 援 シ ス テ ムIVIathematica:sparc2(center)の み

起 動 コ マ ン ド:sparc2%mathO

ロ グ イ ン が 別 の 機 種 の 時 は

hostname'/.rlogincenter〔 ⊇〕

sparc2'/.mathQ

で 起 動 で き ま す 。

● 言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム(コ ンパ イ ラ):sparc2(center)の み

パ ス:/usr/1ang

起 動 コマ ン ドは以 下 の 通 り。

FORTRAN77:sparc2%f77フ ァ イ ル 名 〔⊇)

PASCAL:sparc2'/.pcフ ァ イ ル 名0

2.2.統 計 処 理 パ ッケ ー ジ5245の 利 用 方 法

以 下,例 と してipc24でipx2上 のSASを 利 用 す る方 法 を 与 え る が,他 の ワー一ク ス

テ0シ ョ ンで も同 様 で あ る。
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1)ロ グ イ ンす る 。

2)ipc24'/.openwin∈ 〕(注:ノ ぐス が 通 して あ る 場 合)

3)コ マ ン ド ッ ・一 ル を 起 動 す る 。

4)ipc24%xhostserver2

5)ipc24'/.rloginserver2〔 ⊇〕

6)ipx2'/.setenvDISPLAYipc24:0〔 コ

7)ipx2%sas〔 ⊇)(注:パ ス が 通 して あ る場 合)

8)作 業 を 行 な う。

9)ipx2'/.exitQQ

10)ipc24%(注:ipc24に 戻 る)

なお,画 面上 に正 し くメニューが表 示 され る よ うに,以 下 の環 境設 定 を使用 前 に行

な って下 さい。

.loginフ ァ イ ル に 以 下 の3行 を 追 加 す る。(・loginフ ァ イ ル が な い 人 は作 成 し

て 下 さ い。)こ の フ ァ イ ル が 存 在 す る 限 り有 効 で す 。

if(`tty`!_"/dev/console")then

setenvXAPPLRESDIR/usr/openwin/lib/X11/app…defaults

endif

ま た は,上 記 の 利 用 法 の 中 で,rloginし た 後 で,

hostname'/.setenvXAPPLRESDIR/usr/openwin/lib/X11/app-defaultsQ

と,入 力 して も可能 です。 ただ し,こ の場合 は使 用 の度 に行 な って下 さい。

2.3.OpenWindows利 用 時 に ポ イ ンタ で ウ イ ン ドウ を ア ク テ ィ ブ に す る方 法

OpenWindowsで 画面(ウ イ ン ドウ)を2枚 以上 開 いて い る場合,ア ク テ ィブ ウイ

ン ドウを マ ウスで,そ の度 毎 に ク リックす るの は大 変 であ る。そ こで,ポ イ ンタ(画 面

上 の矢 印)の 移動 と共 にア ク テ ィブ にで き ると便 利 で あ る。

その ため に は,以 下 の2通 りの方 法 が あ る。 以 下 の何 れか を1度 行 な え ば以後 可

能 で あ る。

・OpenWindows起 動 中に行 な う場 合

1)ワ ー ク ス ペ ー ス(バ ッ クの 青 い 画 面)上 で,右 ク リ ッ ク し 「プ ロパ テ ィ」 を選 択

(起 動)す る。

2)ワ ー ク ス ペ ー ス プ ロパ テ ィ画 面 上 の 「カ テ ゴ リ」 上 で,右 ク リ ッ ク し 「そ の 他 」

を選 択(起 動)す る 。

3)「 入 力 領 域 の 指 定:」 で,「 ポ イ ン タ を 移 動 」 を 選 択(左 ク リッ ク)す る。

4)「 適 用 」 を 左 ク リ ッ クす る 。
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・ 環 境設 定用 フ ァイル を変 更す る場 合

.Xdefaultsフ ァ イ ル に 以 下 の1行 を 追 加 す る 。

OpenWindows.SetIvput:followmause

(注).Xdefaultsフ ァイ ル は,OpenWindowsを1度 起 動 す る と

自動 的 に作 成 され る。

次 に 起 動 す る と き か ら変 更 され る。

2。4.rloginコ マ ン ド利 用 の 際 の 注 意 事 項

特 に,DISPLAY環 境 を利 用 さ れ る方 は,以 下 の よ うに 利 用 ネ ッ トワー ク(イ ー サ

ネ ッ ト)に よ って ホ ス ト名 が 変 わ り ます の で,注 意 して 下 さ い 。 た だ,今 の と こ ろ,ど

ち らを利 用 して も 問題 は な い よ うで す が,こ れ に よ る トラ ブ ル が 発 生 して も保 証 は で

き ませ ん 。

画 面 上 で は す べ てsparc2,ipx1,ipx2の み が 表 示 さ れ る。

center第3電 算 実 習 室 か ら見 た ホ ス ト名

sparc2第3電 算 実 習 室 以 外 か ら見 た ホ ス ト名

serverlipc1～ipc12か ら見 た ホ ス ト名

ipx1上 記 以 外 す べ て か ら見 た ホ ス ト名

server2ipc24～ipc35か ら見 た ホ ス ト名

ipx2上 記 以 外 す べ て か ら見 た ホ ス ト名

例 え ば,ipc25か らipx2に ロ グ イ ン す る と き は,

ipc25%rloginserver2Q

ipx2%

と し て 下 さ い 。 ま た,ipx1に ロ グ イ ンす る と き は,

ipc25%rloginipx1〔 コ

ipx1'/.

と な り ま す 。

2.5.MS-DOSと の デ ー タ交 換

MS-DOSで 作 成 した デ ー タな どの フ ァイ ル をSunの ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンやCON-

VEXに 転 送 し処 理 を した り,逆 に処 理 結 果 をMS-DOSの フ ァイ ル に落 と して
,パ ソ
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コ ン上 の ワ0プ ロで 加 工 した い と い う こ とが よ くあ る。 こ こ で は
,そ の転 送 方 法 に っ

い て ま とめ る 。

☆MS-DOSの フ ァ イ ル をSunに 送 る方 法

第2シ ス テ ム室 のPC-9801FAでSunftpを 起 動 し,ロ グ イ ンす る。

(例 と してMS-DOSのaaa.txtと い う フ ァ イ ル を 送 る)

ftp:sparc2>drivebQ

ftp:sparc2>putaaa.txt〔 ⊇〕

foreignfile(defaultaaa.txt):Q

メ ッセ0ジ

ftp:sparc2>quitQ

drivebのbと は3.5inchの ドラ イ ブ1の こ とで す 。

Sun上 で フ ァ イ ル 名 を 変 更 した い と き はforeignfileの と こ ろ で

新 し い フ ァ イ ル 名 を 入 力 して 下 さ い。

も し,こ の フ ァ イ ル が 日 本 語 を 含 む 場 合 は,そ の ま ま で は,Sunで は

読 め な い の で,送 っ た 後 でSunに ロ グ イ ン し て(sunftpで は 不 可)

hostname'/.sjtoeucaaa.txt>bbb.txt

と し て,漢 字 の コ0ド 変 換 を 行 な っ て 下 さ い 。

aaa・txtはMS-DOSの コ ー ド(シ フ トJISコ ー ド)の フ ァ イ ル

bbb・txtは 拡 張UNIXコ ー ド(EUC)の フ ァ イ ル

☆Sunで 作 成 した フ ァ イ ル をMS-DOSの フ ァ イ ル に転 送 す る方 法

も し,こ の フ ァ イ ル が 日 本 語 を 含 む 場 合 は,そ の ま ま で は,MS-DOSで は

読 め な い の で,ま ずSunに ロ グ イ ン し て(sunftpで は 不 可)

hostname'/.euctosjaaa.txt>bbb.txt

と し て,漢 字 の コ ー ド変 換 を 行 な っ て 下 さ い 。

aaa・txtは 拡 張UNIXコ ー ド(EUC)の フ ァ イ ル

bbb・txtはMS-DOSの コ ー ド(シ フ トJISコ ー ド)の フ ァ イ ル

第2シ ス テ ム室 のPC-9801FAでSunftpを 起 動 し,ロ グ イ ンす る。

ftp:sparc2>driveb〔 ⊇〕

ftp:sparc2>getaaa.txt〔 コ

localfile(defaultaaa.txt):Q
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メ ッセ ー ジ

ftp:sparc2>quitQ

drivebを 行 な わ な い とPC-9801FAの ハ ー ドデ ィ ス ク上 に 落 ち て

しま い ます の で,注 意 して 下 さ い。

MS-DOS上 で フ ァ イ ル 名 を 変 更 した い と き はlocalfileの と こ ろ で

新 しい フ ァ イ ル名 を入 力 して 下 さ い 。

な お,Sunで 日本 語 の フ ァ イ ル を 見 る た め に は,日 本 語OpenWindowsを 起 動 しな

け れ ば な り ま せ ん 。 ロ グ イ ン シ ェ ル で は 見 る こ と は で き ませ ん 。

フ ァ イ ル 転 送 に関 して はCONVEXに つ い て もSunと 同 様 に で き ま す 。 こ の と

き は"CONVEX(FTP)"を 起 動 して 下 さ い 。 な お,CONVEXは 第2シ ス テ ム 室 の

PC-9801FAか ら使 用 しnemacsを 用 い た 時 の み,日 本 語 を 含 ん で い て も読 む こ と が

で き ます 。 そ れ以 外 で は 今 の と こ ろ,日 本 語 は 使 用 で き ま せ ん 。(た だ し,漢 字 の コー

ド変 換 は必 要 あ り ま せ ん)。

2.6.フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス クを 通 常 の デ ィ レ ク ト リ と して 扱 う方 法

こ の方 法 で は,フ ロ ッ ピィ ・デ ィ ス ク が通 常 の デ ィ レ ク トリ と同 等 に 扱 え る 。 っ ま

り,1s,cp,rm等 の コ マ ン ドやOpenWindowsの フ ァ イ ル マ ネ ー ジ ャで フ ァ イ ル 管 理

を 行 な う こ とが で き,tarコ マ ン ド等 が 必 要 で な くな る 。

☆ 準 備

・各 自 の .cshrcフ ァ イ ル を変 更 し,/usr/10ca1/binに パ ス を通 す 。

(Mount,Umountコ マ ン ドを 使 用 す る た め)

・フ ロ ッ ピィ ・デ ィ ス ク側 の準 備(新 し い デ ィ ス ク で 一 度 行 な う)

1)ロ グ イ ン す る 。

2)フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を ドラ イ ブ 入 れ る 。

3)初 期 化 を す る 。

hostname'/.fdformat〔 コ

4)フ ァ イ ル シ ス テ ム を 作 成 す る 。

hostname'/.ddif=/home/fffof=/dev/rfdOcbs=9kO

5)フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を 取 り 出 す 。

hostname%eject〔 ⊇〕

6)ロ グ ァ ウ トす る 。

☆ 使 用 す る と き

フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を ドラ イ ブ に入 れ た後

hostname%Mount/oflop〔 コ デ ィ ス ク を マ ウ ン トす る

hostname'/.cd/uflop〔 ⊇〕 作 業 デ ィ レ ク ト リに移 る

☆ 使 用 を 終 了 す る と き
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ho8tname%cd∈ 〕 ホ ー ム デ ィ レ ク ト リに 戻 る

hostname%Umount/ufloPOデ ィ ス ク を ア ンマ ウ ン トす る

hostname%ejectOデ ィ ス ク を取 り出 す

(注1)/uf10Pは 作 業 領 域(デ ィ レ ク ト リ)で あ り,各 自 の ホ ー ム デ ィ レ ク ト リで

は な い 。

(注2)Mountす る前 に 必 ず フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク を 入 れ て お く こ と 。

(注3)OpenWindowsを 使 用 す る と き は,OpenWindowsを 起 動 す る前 に マ ウ ン

トし,OpenWindoWsを 終 了 後 ア ン マ ウ ン トす る こ と。

(注4)ejectせ ず にlogoutし た と き は再 度10ginし な お す こ と。

(注5)
Mount/uflop

cd/uflop を.loginフ ァ イ ル に

cd

Umount/uflop

ejectを ・logoutフ ァ イ ル に

登 録 し,ロ グ イ ン前 に ドライ ブ に 入 れ て お け ば 常 に 使 用 可 能 に な る。

3.CONVEX関 係の環境設定 と操作方法

3.1.ソ フ トウ ェ ア の 起 動 コ マ ン ド

● 日本 語 エ デ ィ タemacs:

起 動 コマ ン ド:%nemacsO

最 初,日 本 語 を 使 用 され る場 合 は,CONVEXか ら の 応 答 を 求 め て き ます の で,

す べ て0と して下 さい 。

● 統 計 処 理 プ ロ グ ラ ムSPSS:

パ ス:/usr/spss40/bin

起 動 コマ ン ド:%spssO

な お,Sunか らrloginで 使 用 され る場 合 は,ロ グ イ ン シェ ル で 行 な って下 さい 。

OpenWindowsの コマ ン ドツー ル で は使 用 で き ま せ ん 。

■

82.リ コ ー プ リ ンタ に よ る ポ ス トス ク リプ ト対 応 フ ァ イ ル の 出 力

図 形 及 び種 々 の フ ォ ン トや サ イ ズの 文 字 を 持 っ た フ ァ イ ル で,ポ ス トス ク リプ ト対

応 の もの は次 の コマ ン ドで リコ ー プ リン タ に 出 力 で き ま す 。

%1pr-C"filetype=ps,"フ ァ イ ル名0

(Cは 大 文 字,psの 後 の`,'を 忘 れ な い で 下 さ い 。)
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3.3。00/VVEX上 で の バ ッチ処 理 操 作 方 法

CONVEX上 で の バ ッ チ ジ ョブ に は,次 の3っ の ク ラ スが あ り ま す 。

ク ラ ス

SHORT(s)

LONG(1)

VERYL,ONG(v)

・ バ ッ チ ジ ョ ブ の投 入 方 法

%qsub-qジ ョブ ク ラ ス 〔コ

CPU時 間 制 限

60sec

600sec

無 制 限

実 行 フ ァ イ ル 名 引 数(入 力 デ ー タ,フ ァ イ ル 名 等)

匝]+回

([亟]+回 入力後,ジ ョブ番号が表示 される)

ジ ョ ブ終 了 後,ジ ョブ を 投 入 した デ ィ レ ク ト リに
"STDIN

.eジ ョブ 番 号"の フ ァ イ ル が 作 られ る

・ バ ッチ ジ ョ ブ の 状 態 表 示

Zqstat-・1ジ ョブ ク ラ ス 〔⊇〕

84・ 汎 用機 で磁 気 テー プ に保 存 され たデ ー タのcowvExのdゼ 論 へ の転送 方 法

1)磁 気 テ ー プ を,磁 気 テ ー プ ドラ イバ ー に セ ッ トす る。

(磁 気 テ ー プ の プ ロ テ ク トリ ン グ は,は ず して お く こ と)

2)磁 気 テ ー プ ドラ イ バ ー の

POWERON(通 常ONに な って い る の で押 す 必 要 は な い)

LOADREWIND,ONHNEボ タ ンを 順 に 押 す 。

3)端 末 側 で デ ー タ を 保 存 す る デ ィ レ ク トリ(例TAPEDATA)に 移 る 。
'/
,cdTAPEDATAQ

4)磁 気 テ ー プ 利 用 の 準 備 。

%tpmount〔 ⊇)

5)磁 気 テ0プ か らデ ー タ を読 み 込 む。

Zddif=TAPEof=samplelibs=201cbs=201conv=ascii〔 コ
'/.ddif=TAPEof=sample2ibs=201cbs=201conv=ascii

こ の 操 作 を

input+00

0utput+00

の 表 示,ま た は
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1/OError

が表 示 され る ま で 続 け る。

(注 意)

ibsは 磁 気 テ ー プ作 成 時 の ブ ロ ック サ イ ズ(汎 用 機 で はBLKSIZE),

cbsは 同 レ コ ー ド長(汎 用 機 で はLRECL)で あ る。

6)磁 気 テー プ の利 用 の終 了 。

%tpunm・untO

(必 ず 行 な っ て 下 さ い・ 忘 れ る と他 の ユ0ザ が 磁 気 テ ー プ を 使 用 で き ま せ ん 。)

7)テ ー プ の 確 認 。

5)の 操 作 に よ り,仮 にof=sample5ま で の フ ァ イ ル が で き た 場 合,sample1～

sample5ま で の フ ァ イ ル の 中 身 をlessコ マ ン ドで 確 認 す る 。

%1esssample1〔 コ

%lesssample2〔 コ

'/
.lesssamples

8)7)の 操 作 に よ り,sample1～sample5の い ず れ が 目的 の デ ー タ か が わ か る。 仮

に,sample3が 目的 の デ ー タ で あ れ ば,sample3を 残 して他 の フ ァ イ ル は す べ て

削 除 す る。
'/
.rmsamplessample2sample4samplesQ

(注 意)sample1,2,4,5は す べ て テ ー プ の 先 頭 や 終 了 の テ ー プ マ ー ク で,意 味 の

な い デ ー タ で あ る・汎 用 機 の 場 合,磁 気 テ ー プ へ の デ ー タ の保 存 法 に よ り,テ ー

プ マ ー ク の 数 が 違 うた め,こ の よ うな 操 作 が 必 要 に な る。

9)目 的 の デ ー タ(sample3)を 適 当 な 名 称(例sp8s.data)に 変 更 す る 。

%mvsample3spss.data〔 コ
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